
Google「Gemini 4」早期投入の全貌：
DeepMind首脳発言の深層とAIフロンティア
三極競争の構造転換　 

Gemini 3.8 Flash 
DeepMind首脳の発言とタイムライン前倒しの実態 
Google DeepMindの幹部でありシニアバイスプレジデント（SVP）を務めるコレイ・カヴクチュオール（
Koray Kavukcuoglu）氏は、2026年9月23日から24日にかけて開催されたThe Information主催の「
AI Agenda Live Summit」において、次世代フラッグシップ基幹モデル「Gemini 4」が開発工程におけ
る初期ポストトレーニング（事後学習）段階に到達した事実を公表した1。カヴクチュオール氏が

DeepMindのトップ指導層に就任して以降、公のメディアへ登壇した初の機会となったこのセッション
において、同氏は初期ポストトレーニングで得られた出力結果に強い手応えを示し、当初想定されて

いた2026年末の予定よりも「はるかに早い（much earlier than the end of the year）」時期に初期
バージョンを市場投入したいという意向を表明した2。 
この開発プロセスの加速は、近年の大規模言語モデルの刷新間隔に照らしても異例の速度で進行

している。Googleは2026年7月21日に「Gemini 4」に向けた過去最大規模の事前学習（most 
ambitious pre-training run yet）の開始を公式に認めたばかりであり、Alphabetのサンダー・ピチャ
イ最高経営責任者（CEO）も2026年第2四半期決算説明会において、自社のテンソル・プロセッシン
グ・ユニット（TPU）計算資源を最優先で割り当て、より巨大なベースモデルの構築に注力していると
明言していた3。事前学習の開始からわずか約2カ月でポストトレーニングへ移行した事実は、
Googleが従来の段階的ロードマップを再編し、フロンティア領域の競争力回復を最優先課題に位置
付けていることを示唆している3。 
従来の製品展開計画では、2026年夏頃に「Gemini 3.5 Pro」の提供が有力視されていたものの、
パートナー企業による先行テスト段階にとどまり、事実上同モデルの一般提供は見送られた3。

Googleはこの間、軽量かつ高スループットを特徴とする「Gemini 3.6 Flash」や「Gemini 3.8 Flash」の
投入によって日常的な実務運用需要を維持しつつ、主幹研究開発リソースをGemini 4へと一極集
中させる戦略的判断を下した5。ポストトレーニング工程は、強化学習（RLHF/RLAIF）によるアライメン
ト調整、安全性検証、敵対的攻撃への耐性評価、ガードレールの実装を伴う緻密なフェーズである

が、Googleは初期モデルの迅速なリリース後に実環境のフィードバックを取り入れながら頻繁なイ
テレーション（反復改善）を重ねるアプローチを採用している5。 
 

開発マイルストーン 公式発表・確認時期 開発フェーズと主要

動向 
出典 

事前学習の公式確

認 
2026年7月21日 過去最大規模のプレ

トレーニングを開始。
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Gemini 3.5 Proの一
般提供保留 

経営陣によるリソー

ス配分言及 
2026年7月22-23日 ピチャイCEOがQ2決

算会見で「Gemini 4
」へのTPUリソース最
優先配分を明言 
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派生実務モデルの

先行投入 
2026年9月上旬 「Gemini 3.8 Flash」

およびサイバー防御

特化型「3.8 Flash 
Cyber」を一般公開 
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ポストトレーニング移

行公表 
2026年9月23日 カヴクチュオール氏

が年末より大幅な前

倒しリリース意向をメ

ディアで表明 

1 

技術的アーキテクチャの跳躍と「Antigravity」での内部検証 
Gemini 4の開発においてGoogleが追求している技術的進化は、単なるパラメータ容量の肥大化に
とどまらず、モデルの動作原理を「対話型応答」から「自律型エージェント基盤」へと純化させる点に

ある。ピチャイCEOが決算会見で改善すべき急務として具体的に言及したのが「コーディングおよび
エージェンティック・コーディング（自律型開発タスク）」であり、Gemini 4はこの領域における抜本的
な推論精度の引き上げを主眼に設計されている3。従来のモデルが単発プロンプトに対する断片的

なコード生成を担っていたのに対し、Gemini 4は長期的なタスク計画の立案、複数ツールの自律的
な連鎖実行、実行結果の自己監査とデバッグを完結させる能力を目指している3。 
この高度な自律エージェント能力を精緻化するための実地テスト基盤として機能しているのが、

Googleが展開するAIエージェント統合開発環境「Antigravity」である。カヴクチュオール氏の発言に
より、現在Google社内ではGemini 4をAntigravityの基盤推論エンジンとして組み込んだ内部検証
が精力的に行われていることが判明している5。Antigravityは、セキュアなLinuxサンドボックス環境
内でBash、Python、Node.jsなどのコマンド実行、持続的ファイル操作、Web検索、ブラウザ操作を
実行するループ機構を備えており、約135kトークンで発火する自動コンテキスト圧縮技術によって、
長時間のマルチターン対話でも文脈を見失わずにタスクを継続できる構造を持つ14。Gemini 4のポ
ストトレーニング工程において、Antigravity環境での高負荷なエージェント運用テストを繰り返すこと
は、推論の脱線やハルシネーションを極限まで低減させるための必須プロセスとなっている5。 
さらに開発者コミュニティや外部観測では、LMSYS Chatbot Arenaにおいて「gemini-3.8-flash」とい
う未公開名称で出現したモデルの挙動が注視されている11。Google公式はこのテストへの関与を認
めていないものの、出力された高精度な3Dオブジェクト生成、洗練されたSVG構造定義、複雑なUI設
計の実装力から、Gemini 4 Proの内部チェックポイントが実戦環境でブラインドテストされていた可能
性が強く指摘されている12。加えて、オープンモデル「Gemma 4」系列との共通トークナイザー採用に



よる語彙圧縮効率の向上や、最大1,000万トークン規模に達すると推測される拡張コンテキストウィ
ンドウなど、エンタープライズの膨大なドキュメント群やメガリポジトリ全体を一括で取り込む能力の

付与が期待されている18。 
 

技術評価項目 従来のGemini系列
（3.x Pro/Flash） 

Gemini 4（観測およ
び公認情報に基づく

指標） 

実務運用における影

響 

基本アーキテクチャ

特性 
対話型マルチモーダ

ル生成・文書要約21 
自律型マルチステッ

プ・エージェント推論3 
人間の介入を最小

化した業務プロセス

の自律代行15 

開発エコシステム統

合度 
単体API呼出および
エディタ補完プラグイ

ン14 

Antigravityプラット
フォームとの密結合5 

サブエージェント協

調による大規模開発

パイプラインの自動

化15 

処理可能コンテキス

ト長 
100万〜200万トー
クン規模8 

最大1,000万トーク
ン級への拡張予測18 

複数年にわたる契約

書束や全製造マニュ

アルの一括照会18 

モダリティの表現力 テキスト、コード、音

声、静止画12 
3D構造生成、高精
度SVG、実行環境制
御14 

製造図面補助、UIプ
ロトタイプ生成の即

時具現化18 

競合激化とフロンティア市場の力学：協調減速の崩壊と三極対

立 
Gemini 4の投入スケジュールが前倒しされた背景には、競合他社に対するGoogleの劣勢感と、市
場力学の急変が存在する3。2026年9月、AI研究者のイーサン・モリック氏が「Googleはもはやフロン
ティアモデルを保持しておらず、数学やサイバーセキュリティ分野での主導権を喪失した」とする「

Google弱体化説」を提起し、業界内で大きな波紋を呼んだ13。これに対し、DeepMindのローガン・キ
ルパトリック氏は即座に反論し、同年9月3日に発表した防御特化モデル「Gemini 3.8 Flash Cyber」
がCyberGym等のベンチマークでAnthropicの「Claude Mythos 5」を凌駕している実績を提示する
とともに、開発中のGemini 4こそがサイバーセキュリティおよび知的処理の最前線を塗り替えると主
張した13。 
しかし、客観的な総合知能指標においてGoogleが追従を強いられていたことは否定できない。標準
的な複合知能ベンチマークである「Intelligence Index v4.3.2」において、市場を先導するAnthropic
の「Claude Opus 5.5」は57.6、OpenAIの「GPT-6 Astra」は52.7、「GPT-6 Sol」は47.5を記録している3

。これに対し、当時のGoogleの主力モデルであった「Gemini 3.6 Flash」は34.0にとどまり、トップモ
デルとの間に約40%の性能乖離を抱えていた3。GoogleにとってGemini 4の早期実戦投入は、自社
のブランド認知を守るだけでなく、クラウド基盤「Google Cloud」の顧客流出を食い止めるための絶



対的な防衛戦としての意味合いを帯びている3。 
市場力学を一段と緊迫させた要因は、2026年9月下旬に発生したフロンティアモデルの急速な価格
破壊と、業界内の協調体制の崩壊である。Anthropicのダリオ・アモデイCEOが提示した「ペーシン
グ・フレームワーク（We Must Pace the Frontier）」は、フロンティアモデルの開発速度を抑制し、第三
者による常駐監査を受け入れることで破局的リスクを回避する協調体制を意図していた3。しかし、

xAIによる「Grok 4.7」の破格の低価格投入（入力2ドル／出力6ドル）を契機に、Anthropic自身も「
Opus 5.5」を旧世代比で値下げした入力4ドル／出力20ドルで即座に投入し、さらにOpenAIがミドル
レンジの「GPT-6 Sol」および「Luna」の恒久的な50%値下げ（入力2ドル／出力10ドル）に踏み切った
ことで、協調的な減速路線は完全に瓦解した3。各社が推論コストの引き下げと実効性能の両面で

シェア獲得競争を激化させた結果、Googleもポストトレーニングを迅速に終え、Gemini 4を早期投
入しなければ市場の価格決定権と開発者の関心を完全に失いかねない情勢へと追い込まれた3。 
 

モデルファミ

リー 
提供企業 公開日（また

は開発状

態） 

入力/出力
価格（100万
トークン換

算） 

主要ベンチ

マーク・構造

的特性 

出典 

Gemini 4 Google 事後学習中

（年内早期

目標） 

未公表（リー

ク推定: 
$2.25 / 
$11.25） 

自律エー

ジェント特

化、長大コン

テキスト、

Antigravity
密結合 

3 

Claude 
Opus 5.5 

Anthropic 2026年9月
22日 

$4.00 / 
$20.00 

Intelligence 
Index 57.6、
HLE w/tools 
67.7%、思考
過程の強制

維持 

3 

GPT-6 
Astra 

OpenAI 2026年9月3
日 

非公開（エン

タープライズ

/最上位推
論） 

Intelligence 
Index 52.7、
初のサイ

バー「

Critical」閾
値到達モデ

ル 

3 

GPT-6 Sol OpenAI 2026年9月 $2.00 / Intelligence 3 



22日 $10.00（恒
久改定価

格） 

Index 47.5、
DeepSWE 
v1.1 68.8%、
高費用対効

果 

Grok 4.7 xAI 2026年9月
中旬 

$2.00 / 
$6.00 

急進的な価

格破壊、推

論特化型イ

ンフラストラ

クチャ 

3 

Gemini 3.6 
Flash 

Google 2026年7月
21日 

従量課金設

定済 
Intelligence 
Index 34.0（
Gemini 4投
入前の暫定

ベースライ

ン） 

3 

差別化の軸線：垂直統合インフラと「完了タスクあたりの実効コ

スト」 
競合各社がモデル単体の知能や純粋なベンチマーク数値で競う中、GoogleがGemini 4を通じて打
ち出す差別化の核は、自社完結型の垂直統合インフラと製品エコシステム全体への浸透力にある。

第1の強みは、ハードウェアからソフトウェアまでを一貫して自社で最適化できる計算資源の自給力
である。ピチャイCEOが述べるように、GoogleはAGI開発の最優先課題として自社設計のTPUクラス
タを割り当てており、外部のGPU供給制約やベンダーのマージンに縛られることなく、超大規模ベー
スモデルの反復学習と推論基盤の拡充を同時に推進できる3。 
第2の差別化軸は、クラウド推論とエッジ推論を高度に組み合わせたハイブリッド・エージェント構成
である。「Antigravity SDK」の導入により、クラウド上のGemini 3.8 FlashやGemini 4がプランナー
（指揮統括）としてタスクを細分化し、ローカル端末上で動作する「Gemma 4 26B」などのオンデバイ
スモデル群がコードの実行、単体テスト、セキュリティ脆弱性の一次検証といった重労働を完全にオ

フラインで肩代わりするアーキテクチャが実現されている25。この分散型ワークフローにより、全処理

トークンの97%以上をローカルハードウェア上で完結させることが可能となり、機密性の高いプロプラ
イエタリなソースコードを社外に出さず、かつAPI利用料金を極小化する実用的なエンタープライズソ
リューションを提示している25。 
第3の軸は、モデル評価の主眼がカタログ上の名目トークン単価から「完了タスクあたりの実効コスト
（Cost-per-task）」へと移行している市場動向への適合である3。名目単価が廉価であっても、ツール

呼び出しの失敗、指示違反、コードの構文エラーに伴う再試行（リトライ）が多発すれば、人間による

検証修正工数を含めた総運用コスト（TCO）は著しく高騰する3。Gemini 4がAntigravity環境での内
部鍛錬を通じて高いツール実行信頼性と低欺瞞性を獲得できれば、実務完了ベースでの真の経済



性において競合モデルを圧倒する余地が生まれる3。さらに、Gemini Intelligenceを中核に据えたプ
レミアムPC「Googlebook」の発売や、Google Workspace、Androidとの緊密な連携により、日常的
なナレッジワークの現場にフロンティアAIをシームレスに組み込める点も、単体LLMプロバイダに対
する強力な堀（Moat）として機能する11。 

市場への波及効果とエンタープライズの戦略的指針 
Gemini 4の早期市場投入は、生成AIの主戦場がテキストや画像の生成から「自律型エージェントAI
による業務執行」へと完全にシフトしたことを決定づける象徴的事象となる。カヴクチュオール氏がサ

ミットで述べた「AGIを巡る議論の本質は、人間が信頼して仕事を任せられる知的エージェントを構築
できるかどうかにシフトしている」という指摘は、AIの実用性が対話の流暢さではなく、権限を委譲さ
れたタスクを安全かつ正確に遂行できるか否かで評価される時代の到来を端的に表している5。 
一方で、開発プロセスの急激な圧縮には看過できないリスクが内在する。ポストトレーニングの期間

を短縮して市場投入を急ぐ手法は、安全性評価やアライメント検証の網の目を狭め、予期せぬシス

テムの逸脱やサイバーセキュリティ上の脆弱性を招く危険性と常に隣り合わせである3。特に、権限

を与えられた自律エージェントが不正なプロンプトインジェクションやツール誤用を起こした場合、企

業インフラに直接的な損害を与えるリスクがある3。Googleにとって、初期バージョンの迅速なイテ
レーションを掲げつつ、エンタープライズが求める最高水準のセキュリティと信頼性をいかに担保し

続けられるかが、最大の試金石となる5。 
企業がAIを導入する際の実務的アプローチとしては、未確認のリーク情報や特定ベンダーの囲い込
み（ロックイン）に過度に依存せず、極めて客観的な評価体制を構築することが重要である12。リリー

ス前の仕様やベンチマーク予測に基づいて社内決裁やシステム刷新を先行させるのではなく、現時

点で一般提供されている「Gemini 3.8 Flash」等の実稼働モデルを用い、自社固有の代表的業務
データに対する成功率、処理遅延、タスク完了あたりの総コストをベースラインとして精密に記録して

おくべきである12。同時に、業務ロジックと特定モデルのAPI仕様を直接結合させず、抽象化されたア
ダプター層を設けてマルチモデル戦略を維持することにより、Gemini 4の正式提供時に最小限の移
行コストで実効的な投資対効果（ROI）を検証できる体制を整えることが推奨される12。 

総括 
コレイ・カヴクチュオール氏の発言によって明らかになった「Gemini 4」の事後学習移行と前倒しリ
リースの見通しは、Googleが直面する競争圧力の熾烈さと、フロンティア領域における権益を断固
として死守する覚悟を如実に示している1。OpenAIのGPT-6ファミリーやAnthropicのClaude 5.5シ
リーズが知能水準の更新と急進的な価格改定で包囲網を敷く中、Googleは独自のTPU計算基盤、
Antigravityによるエージェント統合、そしてクラウドとエッジを跨ぐハイブリッド構造を武器に、反転攻
勢を仕掛けつつある3。Gemini 4が予告通り年末を待たずに姿を現したとき、AI産業の勢力図が再び
塗り替えられるのか、あるいはエージェントの安全性と実効性の壁に阻まれるのか、フロンティアAI
市場は次なる激動の局面へと突入している3。 
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